










































































































































































































































































































































































時 期 状 況 M氏 の 言 動 介護者の言動 訪問看護婦の援助
10月 全身状態安定 痔い以外不満はなく､ 夫と家政婦は連絡帳を 介護方法の確認
何事も試行錯誤 してい 家政婦と笑顔で話して 使用 し､その日のこと と指導､M氏と
るo いるo を報告 しているo 介護者の精神支
自分の思いを家政婦に ｢旦那さんは細かいか 接として話を聴
述べ､両者の関係は良好 と感じたo気分の浮き沈みは時にあるo ら､決められた方法でしてない とあかんねん○｣ と家政婦は一生懸命に介護する○ く時間をと.るo
10月下旬 訪問入浴 .リハビリ開 ｢気持ちいいo｣ ｢準備が大変だけど､ 訪問入浴に伴う
始となるo だんだん慣れると思うわ○｣ 新しい処置の方法や注意点 確認をする9
11月 鴨息出現o処置にて持 リハビリや瞭下訓練や 家政婦 ｢慣れてきた｣ 鴨息発作出現時
続せずoその後安定o ケアに積極的に参加す 肺音の聴取や血圧測定 の対応と予防に
ケア方法も確立OM氏 るo自分の希望を述べ などに興味を示し､観 つ い て指導 す
と介護者に余裕が出てくるo るo 寮をしているo るoM氏が希望するケアを提供(清拭や洗髪等の保清が中心)
12月- 12月､1月抜歯のため ｢息子の結婚が決まつ 介護に自信をもつよう M氏の話を聴 く
1月下旬 各々3日間入院する た｣ と嬉 しそ うに話 になるo 時間をとるOM氏の生きがい
が､問題 な く退院す す o 手足 を動か した ｢私がいないと旦那さ




折 り合いがついていたo夫の出張時泊り込むようになるo全身状態安定してい ｢仕方ないo｣家政婦の言う事に反論 泊ま とかなり疲労がみられるが､一生懸命介護 しているo｢看護婦さんがするよ
以降 が､精神的に不安定で したり､感情を乱すこ うに食べる練習とか､ となるようなも
あるo 何事にも消極的 とがあるo家政婦のこ リハビリしても､文句 のにつながる授
であるo とを ｢個性が強いoあ ぽっか りo｣｢言うこ 助 (喋下訓練 .
んまりあわないo｣ と全然聞いて くれな リハビリ.カラ
｢何にもしたくない o い○｣｢こんなにやつ オケ)o
希望もないo｣ てるのに､ありがとう 介護者とM氏の
｢なかなか死ねない の一言 もないo｣｢あ 関係の調整0両
























































































































































































































































































































る人たちに望むこと.Quality Nursing 3巻 (10):
978-981,1997.
･小野幸子 :老年者の自我発達 を促す看護援助.
Quality Nursing 3巻 (10):982-987,1997.
･野口美和子 :老人看護再考一自我発達の観点から.
Quality Nursing 3% (10)'.972-981,1997.
･岡堂哲雄,長溝晴子 :老人患者の心理と看護.中央法
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･厚生統計協会 :国民の福祉の動向46巻 (12):181-
193,1999.
･V.E.フランクル :諸富祥彦監訳.<生きる意味>を
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-わが人生と思想を語る-,創元社,大阪,1984.
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注 釈
注 1)厚生省 (1992)の考えにもとづく医療機関に入院
しないで､在宅で療養することをいう｡
注2)本論では､自己概念とは遠藤 (1999)の考えにも
とづく自らが自己を対象 (客体)として把撞した
概念と広 く取り扱う｡詳しくは考察にて述べる｡
注3)本論では､自己尊重とは榎本 (1998)の考えにも
とづく自己に対する評価的感情で自分自身を基本
的に価値あるものとする感覚とし､自己概念を形
成するものと考える｡
注4)当訪問看護ステーションでは､在宅療養における
看護ケア計画の立案に関して､まず第1段階とし
て､在宅療養を行っていく上での大きな目標を設
定し､次にその目標を達成する上での問題点を挙
げ､第3段階として具体的なケア計画を立案する
という方針をとっていた｡
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